
渡辺泰先⽣追悼シンポジウム
本学会名誉会員・渡辺泰先⽣が2020年3⽉27⽇にご逝去され
ました。渡辺先⽣は共著『⽇本アニメーション映画史』等で
アニメーション研究を牽引され、⽇本アニメーション学会特別
賞、⽂化庁メディア芸術祭功労賞、東京アニメアワードフェス
ティバル功労賞を受賞されました。
渡辺先⽣のご功績をあらためて振り返るとともに、みなさまと
ご⼀緒に渡辺先⽣を偲ぶ機会になることを願います。
（担当：⻄⽇本⽀部、歴史研究部会、研究・教育委員会）

9月12日（土）13:00～16:00

【第1部】
・鈴⽊伸⼀（東京⼯芸⼤学杉並アニメーションミュージアム館⻑）「渡辺泰さんの功績と想い出」
・⽵内オサム（同志社⼤学教授）「『ビランジ』での渡辺泰さん」
・安井喜雄（神⼾映画資料館館⻑）「ありがとう渡辺泰さん」※追悼映像

【第2部】
・横⽥正夫（第2代会⻑）「渡辺泰さんとのこと」
・⼩出正志（第3代会⻑）「渡辺泰先⽣ー謝辞と追想」
・桑原圭裕（⻄⽇本⽀部代表）「渡辺泰講座を振り返って」
・登壇者によるトーク

【第3部】
・追悼映像「渡辺泰先⽣の想い出」

（司会：萩原由加⾥、佐野明⼦）

⽇本アニメーション学会第22回⼤会
2020年9⽉12⽇（⼟）・13⽇（⽇）

▶ https://jsas.net

参加費：会員（⼀般） ：3,000円 ／ 会員（学⽣） ：1,000円
⾮会員（⼀般）：2,000円 ／ ⾮会員（学⽣）：1,000円

※参加費は、⼤会WEBサイトにおいてクレジットカード決済または銀⾏振込でお⽀払い頂きます。
参加申込みは、9/9（⽔）までにお願いします。
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2020年は新型コロナウィルス感染拡⼤や災害
等により教育や研究に⼤きな影響が⽣じ、苦し
い状況の続く会員の皆様も多くおられると思い
ます。謹んでお⾒舞い申し上げます。
このような状況下においても、またこのよう
な状況だからこそ研究の灯を消さないため、7
⽉から延期となっていた⽇本アニメーション学
会第22回⼤会を、学会初のオンライン開催とさ
せていただくことになりました。会場校がない
ため、昨年第21回⼤会同様、今⼤会も理事会が
⼤会実⾏委員会を組織いたします。

これまでのリアルな会場での⼤会とは異なり、
慣れない環境で不便をおかけすることがあるか
と思いますが、リアルな会場では難しいと思わ
れるオンラインならではのメリットもあるで
しょう。例えば、物理的な移動の困難や、介
護・育児等によりなかなか参加できなかった会
員も、在宅で参加できることも⼤きなメリット
です。ぜひこの機会に積極的なご参加をお願い
いたします。

第22回⼤会実⾏委員⻑
須川亜紀⼦（横浜国⽴⼤学）

【オンライン開催】
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研究発表1 9月12日（土）10:00～12:00

・キム・ジュニアン『セル画に関する現象学的・⾼分⼦化学的研究を⽬指して：映像経験と
その保存の問題』

・⽯⽥美紀『声優のスター化におけるアニメ雑誌の役割ー1970年代末の事例に即して』
・たつざわさとし『東映動画発⾜の経緯の再検討』
・増⽥弘道『アニメーション産業研究について』

研究発表2 9月13日（日）10:00～12:00

・平野泉『〈ホビーアニメ〉における「改造」の表象』
・宮崎しずか『アニメーション教育における⼀考──幼児⼼理学に基づくアニメーション

制作の実践を通して──』
・有吉末充『異物としての⼦ども、再⽣する家族ーアニメと家族』
・アルト･ヨアヒム『戦争を語るアニメ、そしてその代品の絵本』

研究発表3 9月12日（土）・13日（日）

・王伸⼦『アニメのセリフに現れる⾮⽇常性 ー⽇本語教育の⽴場からー』
・佐分利敏晴『アニメーションからかたちを奪い去る』
・陳龑『「IP」という⾔葉から⾒る近年以来の⽇中アニメ産業の交流』
・布⼭タルト『アニメーション表現活動を通じたインクルーシブアート教育の実践』

2 学会賞記念講演
2019年度の⽇本アニメーション学会賞の受賞者である⻄村智弘⽒（映像評論家）による
記念講演「わたしたちはアニメーションをどのように理解してきたか」を⾏います。
⻄村⽒のご著作『⽇本のアニメーションはいかにして成⽴したのか』は、⽇本における
「アニメーション」概念の受容を歴史的視点から論じた労作として、リファレンスとも
なりうる実証性を備えていると評価され学会賞を受賞しました。

9月13日（日）13:00～14:30

学会賞授賞式
2020年度の学会賞の授賞式を⾏います。

9月13日（日）14:30～15:00

研究発表

オンデマンド ※会期中、常時視聴可能


